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【手続補正書】
【提出日】平成25年5月20日(2013.5.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ある時間のある地点における電力消費量を識別する情報を受信する工程と、
　前記ある時間において消費された電力の生成に対応するカーボンインパクト情報を取り
出す工程と、
　前記ある時間について取り出された前記カーボンインパクト情報および前記ある時間に
関連付けられた前記受信した電力消費情報に基づいてカーボンクレジットを計算する工程
と、
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ある時間は、前記ある地点における前記電力消費情報を読み出すための一連の要求
の間の時間に対応する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記電力消費情報は、請求期間内の複数の間隔で前記請求期間内に複数の消費間隔を指
定するためのユーティリティノードによって読み出され、
　前記ユーティリティノードは、複数の消費間隔に対応する電力消費情報を一つのメッセ
ージとして消費情報収集システムに後に伝達するため、前記電力消費情報を保存する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　所定の口座に関連付けられた電力消費情報を取り出す工程と、
　電力生成カーボンインパクト情報を取り出す工程と、
　取り出された前記電力生成カーボンインパクト情報および取り出された前記電力消費情
報に基づいてカーボンクレジットを計算する工程と、を含む方法であって、
　取り出された前記電力消費情報は時間セグメントに対応し、前記時間セグメントは電力
分配システムから電力を受けた期間であり、
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　取り出された前記電力生成カーボンインパクト情報は、いつ前記電力分配システムから
前記電力を受けたかを識別する前記時間セグメントに対応し、
　前記電力生成カーボンインパクト情報は、対応する前記時間セグメントにおいて、ある
与えられた口座に関連付けられた電力消費に関連付けられた電力を生成するために放出さ
れたカーボンに対応する、
　ことを特徴とする方法。
【請求項５】
　ある口座に関連する電力消費情報を受信する工程と、
　電力生成情報を受信する工程と、
　カーボンインパクト情報を受信する工程と、
　受信した前記電力消費情報と、受信した前記電力生成情報とを時間セグメントによって
関連付ける工程と、
　受信した前記カーボンインパクト情報、受信して関連付けられた前記電力消費情報、お
よび受信した前記電力生成情報にしたがってインセンティブを計算する工程と、を含む方
法であって、
　前記電気消費情報は請求期間内の複数の時間セグメントに対応する消費情報を含み、
　前記電力生成情報は請求期間内の複数の時間セグメントに対応する消費情報を含む、
　ことを特徴とする、方法。
【請求項６】
　前記インセンティブはカーボンクレジットであり、
　前記カーボンインパクト情報によるカーボンの正味放出は、前記口座によるカーボンク
レジットの使用を生じさせる、
　ことを特徴とする、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記時間セグメントは１時間単位の時間セグメントであり、
　受信した前記電力消費情報は、電気ユニティ計測器に関連付けられた通信ノードによっ
て前記口座に関連付けられた施設から読みだされ、
　前記通信ノードは無線ユーティリティネットワーク上で作動する、
　ことを特徴とする、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　電力消費情報を受信する工程と、
　カーボンインパクト情報を取り出す工程と、
　複数の時間セグメントに対応する複数の取り出されたカーボンインパクト情報および前
記複数の時間セグメントに関連付けられた複数の受信した電力消費情報に基づいて少なく
とも１つのカーボンクレジットを計算する工程と、を含む方法であって、
　前記電力消費情報は、複数の時間セグメントの使用時間情報を含み、
　取り出された前記カーボンインパクト情報は前記複数の時間セグメントに対応し、
　前記計算する工程は、前記カーボンインパクト情報を対応する前記時間セグメントの前
記電力消費情報に適用する工程を含む、
　ことを特徴とする、方法。
【請求項９】
　第１口座に関連付けられた電力消費情報を取り出す工程と、
　電力分配システムカーボンインパクト情報を取り出す工程と、
　第２口座に関連付けられた電力生成情報を取り出す工程と、
　第２口座カーボンクレジットファクター情報を取り出す工程と、
　電力生成カーボンインパクト情報を取り出す工程と、
　前記第２口座に関連付けられたカーボンクレジットを、取り出された前記カーボンイン
パクト情報、取り出された電力分配システムカーボンインパクト情報、取り出された電力
生成情報、取り出された第２口座カーボンクレジットファクター情報、及び時間セグメン
トに関連付けられ、取り出された前記電力消費情報にしたがって計算する工程と、を含み
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、
　取り出しされた前記電力消費情報は前記時間セグメントに対応し、前記時間セグメント
は、いつ電力分配システムから前記電力を受け取ったかに対応し、
　取り出された前記電力分配システムカーボンインパクト情報は、いつ電力分配システム
から前記電力を受け取ったかを特定する前記時間セグメントに対応し、前記電力分配シス
テムカーボンインパクト情報は、対応する時間セグメントにおいて第１口座に関連付けら
れた電力消費によるカーボン放出の変動に対応し、
　前記第２口座に関連付けられ、取り出された前記電力生成情報は、いつ電力分配システ
ムから前記電力を受け取ったかに対応する前記時間セグメントに対応し、
　取り出された前記第２口座カーボンクレジットファクター情報は、第１口座によるカー
ボン使用又は拒否の場合に前記第２口座に関連付けられたカーボンクレジット計算を示し
、
　取り出された前記電力生成カーボンインパクト情報は、いつ電力分配システムから前記
電力を受け取ったかを特定する前記時間セグメントに対応する、
　ことを特徴とする方法。
【請求項１０】
所定の口座に対応する電力消費情報を取り出す工程と、
電力生成情報を取り出す工程と、
取り出された前記電力消費情報及び取り出された前記電力生成情報をインセンティブ計算
部に送る工程と、を含む方法であって、
前記電力生成情報は前記所定の口座によって使用された電力に対応する生成環境インパク
ト情報を含むことを特徴とする方法。
【請求項１１】
　前記所定の口座の前記電力消費情報に対応する環境インセンティブを受け取る工程と、
　前記所定の口座に前記環境インセンティブを適用する工程と、を更に含む、
　ことを特徴とする、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記所定の口座の前記電力消費に対応する環境インセンティブを計算する工程と、
　計算された前記環境インセンティブを、受信した前記環境インセンティブと比較する工
程と、
　計算された前記環境インセンティブが受信した前記環境インセンティブと一致しない場
合は、前記所定の口座に対応するエラーメッセージを発行させる工程とを更に含む、
　ことを特徴とする、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　所定の口座に対応する電力消費情報を取り出す工程と、
　電力生成情報を取り出す工程と、
　取り出された前記電力生成情報及び前記電力消費情報に基づいて環境インセンティブを
計算する工程と、を含む方法であって、
　前記電力消費情報はある請求期間内の複数の使用間隔を含み、
　前記電力生成情報は前記所定の口座によって消費された電力に対応する生成環境インパ
クト情報を含み、前記電力生成情報はある請求期間内の生成間隔を更に含み、
　前記環境インセンティブを計算する工程は前記請求期間内の複数の時間間隔に対して、
取り出された前記電力生成情報と前記電力消費情報とを相互に関連付けることを含む、
　ことを特徴とする方法。
【請求項１４】
　前記環境インセンティブを計算する前記工程は、少なくとも１つの環境インセンティブ
ファクターを適用する工程を更に含む、
　ことを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記環境インセンティブファクターは、キャップ・アンド・トレードシステムに関連す
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るクレジットである、
　ことを特徴とする請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記環境インセンティブファクターは、少なくとも１つの生成源の種類に対応する、
　ことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記所定の口座に対応する前記電力消費情報は、前記請求期間内に複数の消費間隔を指
定するために前記請求期間内の複数の間隔において読まれる、
　ことを特徴とする請求項１４に記載の方法。
【請求項１８】
　前記所定の口座に対応する前記電力使用情報は、請求期間内に複数の消費間隔を指定す
るための前記請求期間内の複数の間隔でユーティリティノードによって読み出され、
　前記ユーティリティノードは、複数の消費間隔に対応する電力消費情報を一つのメッセ
ージとして消費情報収集システムに後に伝達するため、前記電力消費情報を保存する、
　ことを特徴とする請求項１４に記載の方法。
【請求項１９】
　環境インセンティブ表示部と、
　電気消費表示部と、を備えるグラフィカル・ユーザ・インタフェースであって、
　前記環境インセンティブ表示部は、電力消費に基づくインセンティブに対応する環境イ
ンセンティブ値を表示する、
　ことを特徴とするグラフィカル・ユーザ・インタフェース。
【請求項２０】
　環境インセンティブ表示部と、
　環境インセンティブ残高表示部と、を備えるグラフィカル・ユーザ・インタフェースで
あって、
　前記環境インセンティブ表示部は、電力消費に基づくインセンティブに対応する環境イ
ンセンティブ値を表示し、
　前記環境インセンティブ残高表示部は、口座における環境インセンティブの残高に対応
する環境インセンティブ残高値を表示する、
　ことを特徴とするグラフィカル・ユーザ・インタフェース。
【請求項２１】
　カーボンクレジット表示部と、
　カーボンクレジット残高表示部と、を備えるグラフィカル・ユーザ・インタフェースで
あって、
　前記カーボンクレジット表示部は、カーボンクレジットに対応するカーボンクレジット
使用値を表示し、
　前記カーボンクレジット残高表示部は、カーボンクレジット口座の値を表示する、
　ことを特徴とするグラフィカル・ユーザ・インタフェース。
【請求項２２】
　前記カーボンクレジット使用に関連して消費された前記電力に対応する前記電力源によ
るカーボン放出に対応する少なくとも１つのカーボンインパクト値を含むカーボンインパ
クト表示部を更に含む、
　ことを特徴とする請求項２１に記載のグラフィカル・ユーザ・インタフェース。
【請求項２３】
　前記カーボンクレジット残高予測値が所定の閾値に達するまでの時間に対応する少なく
とも１つのカーボンクレジット残高予測値を含むカーボンクレジット残高予測表示部を更
に備える、
　ことを特徴とする請求項２１に記載のグラフィカル・ユーザ・インタフェース。
【請求項２４】
　前記カーボン使用値が所定のカーボンクレジット使用傾向より高いか低いかを示すカー
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ボンクレジット使用傾向表示部を更に備える、
　ことを特徴とする請求項２１に記載のグラフィカル・ユーザ・インタフェース。
【請求項２５】
　前記カーボンクレジット残高が所定のカーボンクレジット残高の閾値より高いか低いか
を特定するカーボンクレジット残高警告表示部を更に備える、
　ことを特徴とする請求項２４に記載のグラフィカル・ユーザ・インタフェース。
【請求項２６】
　カーボンクレジットに対応するカーボンクレジット使用値を表示するカーボンクレジッ
ト使用表示部と、
　カーボンクレジット口座の値を表示するカーボンクレジット残高表示部と、
　前記カーボンクレジット口座の値が所定の閾値に達するまでの時間に対応するカーボン
クレジット残高予測値を少なくとも１つ含むカーボンクレジット残高予測表示部と、
　前記カーボンクレジット使用に関連して消費された前記電力に対応する電力源のカーボ
ン放出に対応するカーボンインパクト値を少なくとも１つ含むカーボンインパクト表示部
と、を備える、
　ことを特徴とするグラフィカル・ユーザ・インタフェース。
【請求項２７】
　前記カーボンクレジット使用値が所定のカーボンクレジット使用傾向より高いか低いか
を特定するカーボンクレジット使用傾向警告表示部を更に備える、
　ことを特徴とする請求項２６に記載のグラフィカル・ユーザ・インタフェース。
【請求項２８】
　カーボンクレジットに対応するカーボンクレジット使用値を表示するカーボン使用表示
部と、
　カーボンクレジット口座の値を表示するカーボンクレジット残高表示部と、
　前記カーボンクレジット使用値が所定のカーボンクレジット使用傾向より高いか低いか
を示すカーボンクレジット使用傾向表示部と、
　前記カーボンクレジット口座の値が所定の閾値に達するまでの時間に対応するカーボン
クレジット残高予測値を少なくとも１つ含むカーボンクレジット残高予測表示部と、
　前記カーボンクレジット使用に関連して消費された前記電力に対応する電力源によるカ
ーボン放出に対応するカーボンインパクト値を少なくとも１つ含むカーボンインパクト表
示部と、を備え、
　前記カーボンクレジット使用傾向は、カーボンクレジット口座の値の閾値を超えないた
めに必要な使用率に対応する、
　ことを特徴とするグラフィカル・ユーザ・インタフェース。
【請求項２９】
　カーボンクレジットの購入を開始するカーボンクレジット購入制御部を更に備える、
　ことを特徴とする請求項２１に記載のグラフィカル・ユーザ・インタフェース。
【請求項３０】
　電力生成情報と電力消費情報とを請求期間内の複数の時間セグメントにわたってマッチ
させることで、前記電力生成情報及び前記電力消費情報に従ってカーボンクレジットを計
算する工程と、
　カーボンクレジット使用に基づいて、ある口座残高におけるカーボンクレジットの数が
充分であるかを判断する工程と、
　前記口座残高における前記カーボンクレジットの数が不充分であると判断された場合は
追加的にカーボンクレジットの購入を開始する工程と、を含む、
　ことを特徴とする方法。
【請求項３１】
　追加的にカーボンクレジットの購入を開始する前記工程は、市場で応札する工程を含む
、
　ことを特徴とする請求項３０に記載の方法。
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【請求項３２】
　電力生成情報と電力消費情報とを請求期間内の複数の時間セグメントにわたってマッチ
させることで、前記電力生成情報及び前記電力消費情報に従ってカーボンクレジットを計
算する工程と、
　カーボンクレジット使用に基づいて、ある口座残高におけるカーボンクレジットの数が
充分であるかを判断する工程と、
　前記口座残高における前記カーボンクレジットの数が不充分であると判断された場合は
、予測される不足を示すカーボンクレジット低残高予測警告を提供する工程と、を含む、
　ことを特徴とする方法。
【請求項３３】
　口座残高におけるカーボンクレジットの数が充分であるか判断する前記工程は、過去の
使用情報を含む、
　ことを特徴とする請求項３２に記載の方法。
【請求項３４】
　口座残高におけるカーボンクレジットの数が充分であるか判断する前記工程は、過去の
使用情報及び現在の使用傾向情報を含む、
　ことを特徴とする請求項３２に記載の方法。
【請求項３５】
　口座残高におけるカーボンクレジットの数が充分であるか判断する前記工程は、前記口
座残高が、設定可能な口座残高の閾値にマッチするか又は下回るかを判断する工程を含む
、
　ことを特徴とする請求項３２に記載の方法。
【請求項３６】
　前記電力生成情報及び前記電力消費情報に従ってカーボンクレジットを計算する工程と
、
　カーボンクレジット使用に基づいて、ある口座残高におけるカーボンクレジットの数が
充分であるかを判断する工程と、
　前記口座残高における前記カーボンクレジットの数が不充分であると判断された場合は
第２カーボンクレジット口座からカーボンクレジットを取り出す工程と、を含む、
　ことを特徴とする方法。
【請求項３７】
　前記第１カーボンクレジット口座は電気ユーティリティに関連付けられ、
　前記第２カーボンクレジット口座はカーボンクレジット取引口座である、
　ことを特徴とする請求項３６に記載の方法。
【請求項３８】
　ある時間のある地点における電力消費量を識別する情報を受信する工程と、
　前記ある時間において消費された電力の生成に対応するカーボンインパクト情報を取り
出す工程と、
　前記ある時間について取り出された前記カーボンインパクト情報および前記ある時間に
関連付けられた前記受信した電力消費情報に基づいてカーボンクレジットに関連する値を
計算する工程と、
　前記ある地点において前記計算された値の印を表示部に表示する工程と、を含む、
　ことを特徴とする方法。
【請求項３９】
　前記値は電力使用に基づいてカーボンクレジットが消費される率を含む、
　ことを特徴とする請求項３８に記載の方法。
【請求項４０】
　前記印は前記計算された値を含む、
　ことを特徴とする請求項３９に記載の方法。
【請求項４１】
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　前記印は、前記計算された値が所定の閾値より高いことを示す表示を含む、
　ことを特徴とする請求項３９に記載の方法。
【請求項４２】
　前記印は、前記計算された値が所定の範囲内であるか否かを示す表示を含む、
　ことを特徴とする請求項３９に記載の方法。
【請求項４３】
　前記値は、電力使用に基づいて消費されたカーボンクレジットの量を含む、
　ことを特徴とする請求項３８に記載の方法。
【請求項４４】
　前記印は、口座に残っているカーボンクレジットの量を含む、
　ことを特徴とする請求項４３に記載の方法。
【請求項４５】
　前記印は、口座のカーボンクレジットが使い尽くされるまでの予測された時間を含む、
　ことを特徴とする請求項４３に記載の方法。
【請求項４６】
　前記印は計算されたカーボンクレジットに関連付けられたコスト値を含む、
　ことを特徴とする請求項３８に記載の方法。
【請求項４７】
　ある時間のある地点における電力消費量を識別する情報を受信する工程と、
　前記ある時間において消費された電力の生成に対応するカーボンインパクト情報を取り
出す工程と、
　前記ある時間について取り出された前記カーボンインパクト情報および前記ある時間に
関連付けられた前記受信した電力消費情報に基づいてカーボンクレジットに関連する値を
計算する工程と、
　前記ある地点において前記計算された値の印を表示する工程と、
　前記計算された値に基づいて前記ある地点における少なくとも１つの電気消費装置の動
作を自動的に制御する工程と、を含む、
　ことを特徴とする方法。
【請求項４８】
　前記装置は、計算された値が相対的に高い値及び低い値の期間に関連する過去のデータ
に基づいて制御される、
　ことを特徴とする請求項４７に記載の方法。
【請求項４９】
　前記計算された値は、カーボンクレジットが消費される率を含み、
　前記装置は、前記率が既定値を超えるときに、選択的に非活性化される、
　ことを特徴とする請求項４７に記載の方法。
【請求項５０】
　前記計算された値は、消費されたカーボンクレジットの量を含み、
　前記装置は、前記量が既定値を超えるときに、選択的に非活性化される、
　ことを特徴とする請求項４７に記載の方法。
【請求項５１】
　前記計算された値は、口座に残っているカーボンクレジットの量を含み、
　前記装置は、前記量が既定値を下回るときに、選択的に非活性化される、
　ことを特徴とする請求項４７に記載の方法。
【請求項５２】
　前記計算された値は、カーボンクレジットが購入できるコストを含み、
　前記装置は、前記率が既定値を超えるときに、選択的に非活性化される、
　ことを特徴とする請求項４７に記載の方法。
【請求項５３】
　前記値は、電力使用に基づいてカーボンクレジットが消費される率を含む、
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　ことを特徴とする請求項４７に記載の方法。
【請求項５４】
　前記値は、電力使用に基づいて消費されたカーボンクレジット値を含む、
　ことを特徴とする請求項４７に記載の方法。
【請求項５５】
　前記表示は、口座に残っているカーボンクレジット値を含む、
　ことを特徴とする請求項５４に記載の方法。
【請求項５６】
　前記表示は、口座のカーボンクレジットが使い尽されるまでの見積もり時間を含む、
　ことを特徴とする請求項５４に記載の方法。
【請求項５７】
　前記表示は、計算されたカーボンクレジットに関連するコスト値を含む、
　ことを特徴とする請求項４７に記載の方法。
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